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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（13）件

バイオ研究者のあり方、バイオ関連の高等教育問題、キャリパスを研究した。また、日本の研究者倫理に関
する研究を行った。

・「研究者倫理で不祥事はなくなるか？ : マスメディア分析と科学研究者の視点から」、情報管理、51（1）、
11-29．

・Snail regulates cell-matrix adhesion by regulation of the expression of integrins and basement membrane 
proteins.  J. Biol. Chem. 283(35), 23514-23523 (August 29, 2008)

・「Misbehaviors of scientists in Japan, 1987-2006」　AAAS 2008 Annual Meeting Abstracts、A109 頁 , 
Boston, U.S.A.

・10 編。「バイオ教授の「大学・研究所」探訪記 ( アジア編 )」、SciencePortal / ホットトピックス http://
scienceportal.jp/HotTopics/inquiry/ l 科学技術振興機構 (JST) 　（2008 年 4 月 18 日～ 2008 年 7 月 11 日）
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　◆研究計画

　◆メッセージ

　バイオ政治学という魅力的で新しい学問を一緒に作りましょう。

バイオ政治学の基礎を確立し、その基礎の上に大きな展開をはかる。




